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保健師助産師看護師国家試験におけるコンピュータの活用に向けての整備について 

 

日頃より看護学教育について多大なご理解とご支援をいただき感謝申し上げます。 

近年の災害の多発や新型コロナウイルス感染症の拡大から、いかなる状況にも対応

できる国家試験の在り方が危機管理の観点からも求められています。日本が国を挙げ

て DX（デジタルトランスフォーメーション）に取り組もうとしている今日、従来の保

健師助産師看護師国家試験からコンピュータを活用する国家試験へと移行すること

は必須の課題です。2021 年 3 月に提出された医道審議会保健師助産師看護師分科会 

保健師助産師看護師国家試験制度改善検討部会報告書におきましても、「近年の ICT 

の進展等を踏まえ、保健師助産師看護師国家試験におけるコンピュータの活用につい

ても積極的に検討を行っていく必要がある」と記されております。 

国家試験は全国の限られた会場でのみ行われているため、会場が遠方になる受験生

の場合、前日から試験会場近隣に移動し、宿泊して受験するという不便を強いられ、

かつ、交通費・宿泊費の負担も多大となっています。このような課題の解決に向けて

も、また、感染症のパンデミック時や災害時など通常の試験の実施が困難となった場

合にも、コンピュータを活用した試験は対応が容易になります。コンピュータによる

看護師国家試験は米国等では 20年以上前から導入されています。 

保健師助産師看護師国家試験におけるコンピュータの活用の実現に向けて、法律の

改正や各種の整備を要望します。 


